
別記様式－１中間検査チェックシート（共通事項）（注）「※」のある欄は、記入しないでください。建 確認済証番号築 確認済証交付年月日物 建築場所の 建築主氏名概 工事監理者氏名等要※ 検査年月日※ 検査員立会者 工事監理者 ・ その他（ ）※ 中間検査の特例 □確認の特例 □建築士監理 □適用の申請 □書類の審査 □工事の確認検 査 内 容 工事監理者欄 ※適 否※検査方法 ※備 考検 査 項 目 内 容 照合日 結 果 一次 補正Ａ：目視検査Ｂ：測定検査Ｃ：監理報告等全体 １，確認の表示 表示板の設置状況 Ａ２，危険の防止 危険防止の措置状況 Ａ ・ Ｃ集団 １，敷地の安全 がけ、擁壁の安全性 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ性 敷地の高低差 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ２，敷地と道路 道路の幅員 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ接道長さ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ敷地内通路 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ３，道路斜線等 各部分の高さ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ緩和規定の適用状況 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ４，外壁後退等 建築物の配置 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ５，全般 敷地の形状 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ建ぺい率、容積率 Ａ ・ Ｃ※ 一 次 １，合 格 ２，合格保留 ３，不 合 格判定 補 正 １，合 格 ３，不 合 格※特記事項



別記様式－２中間検査チェックシート（軸組工法）検 査 内 容 工事監理者欄 ※適 否※検査方法 ※備 考検 査 項 目 内 容 照合日 結 果 一次 補正Ａ：目視検査Ｂ：測定検査Ｃ：監理報告等単体 １，全体 材料の品質（木材） Ａ ・ Ｃ構造 （木材以外） Ｃ支持地盤の状況 Ｃ柱、横架材等の位置 Ａ ・ Ｃ２，基礎 構造 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ床下換気口等の状況 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ著しいひび割れ Ａ ・ Ｃ３，土台 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ４，柱 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ通し柱又は隅柱補強 Ａ ・ Ｃ５，梁、桁等 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ火打ち材 Ａ ・ Ｃ欠き込みの補強 Ａ ・ Ｃ６，筋かい等 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ存在壁量 Ａ ・ Ｃ設置状況 Ａ ・ Ｃ欠き込みの補強 Ａ ・ Ｃ７，床組 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ床高、防湿方法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ火打ち材、剛な床組 Ａ ・ Ｃ８，小屋組 材質 Ａ ・ Ｃ形状、寸法 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ火打ち材、振れ止め Ａ ・ Ｃ９，防腐防蟻 防腐防蟻処理状況 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ１０，接合部 基礎と土台 Ａ ・ Ｃ柱と土台 Ａ ・ Ｃ柱と梁、桁等 Ａ ・ Ｃ筋かい等の仕口 Ａ ・ Ｃ横架材の継手 Ａ ・ Ｃその他の主要な部分 Ａ ・ Ｃ



別記様式－３中間検査チェックシート（枠組壁工法）検 査 内 容 工事監理者欄 ※適 否※検査方法 ※備 考検 査 項 目 内 容 照合日 結 果 一次 補正Ａ：目視検査Ｂ：測定検査Ｃ：監理報告等単体 １，全体 材料の品質,規格,寸法 Ｃ － －構造 支持地盤の状況 Ｃ － －２，土台及び基礎 土台の位置 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ基礎の構造 Ａ ・ Ｃ基礎と土台の緊結 Ａ ・ Ｃ床下換気口等の状況 Ａ ・ Ｃ著しいひび割れ Ａ ・ Ｃ３，床 転び止めの設置 Ａ ・ Ｃ根太の間隔 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ床開口部の補強 Ａ ・ Ｃ耐力壁下の根太補強 Ａ ・ Ｃ床の枠組と床材の緊結 Ａ ・ Ｃ４，耐力壁等 耐力壁の配置 Ａ ・ Ｃ交差部の補強 Ａ ・ Ｃたて枠の間隔 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ頭つなぎの設置 Ａ ・ Ｃ開口部の補強 Ａ ・ Ｃ壁の各部材相互等の緊結 Ａ ・ Ｃ５，横架材 欠き込みの有無 Ａ ・ Ｃ６，小屋 たるきの間隔 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃたるきつなぎの設置 Ａ ・ Ｃたるき･トラスの金物緊結 Ａ ・ Ｃ振れ止めの設置 Ａ ・ Ｃ小屋組の各部材等の緊結 Ａ ・ Ｃ開口部の補強 Ａ ・ Ｃ７，防腐措置等 防水紙の設置 Ａ ・ Ｃ防腐防蟻措置 Ａ ・ Ｃ金物の錆止め Ｃ



別記様式－４ＲＣ造 中間検査チェックシート検 査 内 容 工事監理者欄 ※適 否※検査方法 ※備 考検 査 項 目 内 容 照合日 結 果 一次 補正Ａ：目視検査Ｂ：測定検査Ｃ：監理報告等① 共通 鉄筋の乱れ、踏み荒らし、波 Ａ ・ Ｃ打ちたるみ全 柱、はり、壁、スラブの位置 Ａ ・ Ｃ体 かぶり厚さの確保 Ａ ・ Ｃ鉄筋の材質（共通） Ｃ支持地盤 支持地盤の位置、種類、地耐力 Ｃ② 等地 基礎形状・種類 基礎の種類、くいの工法、長さ、 Ａ ・ Ｃ径、位置、偏心盤・ ベース べース寸法 Ａ ・ Ｃ主筋の径、本数、 配置、偏心に基 よる補強 Ａ ・ Ｃ礎 基礎ばり 基礎ばりの断面寸法 Ａ ・ Ｃ主筋径、本数、位置、定着方法、 Ａ ・ Ｃ継手（位置、長さ）、偏心による補強あばら筋の位置、径、間隔、形 Ａ ・ Ｃ状、偏心による補強主筋（一般階） 柱の断面寸法 Ａ ・ Ｃ③ 主筋の径、本数、配置（方向）、 Ａ ・ B ・ Ｃ偏心による補強柱 ２段筋の位置（間隔） Ａ ・ Ｃ主筋（最上階） 柱頭鉄筋の止まり高さ、主筋の Ａ ・ Ｃ出隅のフック最上階の主筋のはりに対する定 Ａ ・ Ｃ着定着・継手 主筋の継手位置 Ａ ・ Ｃふかしの大きさによる配筋補強 Ａ ・ Ｃ帯筋 鉄筋径、間隔、本数（副帯筋共） Ａ ・ B ・ Ｃ及び形状仕口部分の帯筋の配置 Ａ ・ Ｃ第一帯筋と柱頭拘束帯筋の位置 Ａ ・ Ｃ帯筋のフック形状、あそび及び結束 Ａ ・ Ｃ.はり主筋 はり断面寸法 Ａ ・ Ｃ④ はり主筋の径、本数及び位置 Ａ ・ B ・ Ｃは 中吊り筋の間隔の確保、長さ Ａ ・ Ｃり 定着・継手 はり筋の定着長さ、位置 Ａ ・ Ｃ重ね継手の位置、長さ Ａ ・ Ｃはり筋出隅部の末端フック Ａ ・ Ｃ



ふかし、貫通孔補 ふかしの補強方法、貫通孔補強 Ａ ・ Ｃ強 筋あばら筋 あばら筋の径、本数（副あばら筋 Ａ ・ Ｃ共）とピッチあばら筋のフック形状、あそび及 Ａ ・ Ｃび結束⑤ スラブ筋 スラブの断面寸法 Ａ ・ Ｃス 鉄筋の本数、径、配置（短辺・長 Ａ ・ B ・ Ｃ辺とベンド配筋）ピッチと支持条ラ 件ブ 定着・継手 定着の方法と長さ Ａ ・ Ｃ片持ちスラブ筋の定着と上端鉄 Ａ ・ Ｃ筋位置の確保補強筋等 床スラブの出入隅部の補強 Ａ ・ Ｃ開口部補強配筋 Ａ ・ Ｃ階段部配筋と補強筋 Ａ ・ Ｃ⑥ 壁筋 壁断面寸法 Ａ ・ Ｃ壁 鉄筋径、配置、鉄筋のピッチ Ａ ・ B ・ Ｃ定着・継手 定着の確認（はり、柱、スラブ、壁 Ａ ・ Ｃ定着）重ね継手の位置と長さ Ｃ補強筋等 開口部の補強配筋 Ａ ・ Ｃ壁のスリット（完全・部分）及び配 Ａ ・ Ｃ筋⑦ ガス圧接継手 圧接部の形状 Ａ ・ Ｃそ 強度確認 Ｃの他 特殊鉄筋継手 継手の施工状況（認定、評定工 Ｃ法）その他 コンクリートの調合の確認 Ｃ型枠の施工状況 Ａ ・ Ｃコンクリートの打ち継ぎ面の Ａ ・ Ｃ状況



別記様式－５Ｓ造 中間検査チェックシート検 査 内 容 工事監理者欄 ※適 否※検査方法 ※備 考検 査 項 目 内 容 照合日 結 果 Ａ：目視検査 一次 補正Ｂ：測定検査Ｃ：監理報告等① 支持地盤 支持地盤の位置、種類、地耐 Ａ ・ Ｃ力等地 基礎形状・種類 基礎の種類、くいの工法、長さ、 Ａ ・ Ｃ盤 径、位置、偏心・ ベース べース寸法 Ａ ・ Ｃ主筋の径、本数、位置、偏心によ Ａ ・ Ｃ基 る補強礎 地中ばり 地中ばりの断面寸法 Ａ ・ Ｃ主筋径、本数、位置、定着方法、 Ａ ・ Ｃ継手（位置、長さ）、編心による補強あばら筋の位置、径、間隔、形状、 Ａ ・ Ｃ偏心による補強ガス圧接継手 圧接部の形状 Ａ ・ Ｃ強度確認 Ｃ特殊鉄筋継手 継手の施工状況（認定、評定工 Ｃ法）その他 コンクリートの調合の確認 Ｃ② 材料の品質確認 鋼材、高カボルトセット、溶接材料 Ｃの規格・品質工 組立精度の確認 開先角度、ルート面、ルートギャッ Ａ ・ Ｃ場 プ、くい違い等の精度組 製品検査１ 鉄骨部材の寸法精度 Ｃ立 高カボルト接合部 高カボルト接合部の摩擦接合面の Ａ ・ Ｃの処理 処理、ボルト孔の径・ピッチ等工場溶接部分の外 a)溶接継目の種類（突合せ溶接・ Ａ ・ Ｃ観・形状 隅肉溶接）b)溶接継目のくい違い Ａ ・ Ｃc)アンダーカット、へこみ等の断面 Ａ ・ Ｃ欠損d)割れ Ａ ・ Ｃe)その他の溶接部の外観・形状 Ａ ・ Ｃ製品検査２ 外観検査及び超音波探傷検査結 Ｃ果③ 部材の配置 柱、はり、ブレース、床板等の配置 Ａ ・ Ｃ現 部材の寸法・形状 柱、はり、ブレース、床板等の寸法 Ａ ・ B ・ Ｃ・形状場 建方精度 架構の建方精度 Ｃ組 現場溶接部分の組 開先角度、ルート面、ルートギャッ Ａ ・ Ｃ立 立精度 プ、くい違い等の精度現場溶接部分の 外観検査及び超音波探傷検査結 Ｃ製品検査 果現場溶接部分の a)現場溶接部の部位 Ａ ・ Ｃ外観・形状



b)溶接継目の種類（突合せ溶接・ Ａ ・ Ｃ隅肉溶接）c)溶接継目のくい違い、仕口のず Ａ ・ Ｃれd)アンダーカット、へこみ等の断面 Ａ ・ Ｃ欠損
e)割れ Ａ ・ Ｃf)その他の溶接部の外観・形状 Ａ ・ Ｃ④ トルシア形ボルト a)現場受入検査（トルク係数値確 Ｃ接合 認・導入張力確認試験）ボル b)ボルトの径、本数、スプライス Ａ ・ B ・ Ｃト 数、ピッチ・縁あき接合 c)締付状態の確認（肌すき・ピンテ Ａ ・ Ｃ部 ール破断・マーキングの状態）J IS形六角ボルト a)締付機器の調整、現場受入検査 Ａ ・ Ｃ接合 （導入張力確認試験）b)ボルトの径、本数、スプライス Ａ ・ B ・ Ｃ数、ピッチ・縁あきc)締付状態の確認（肌すきの有無 Ａ ・ Ｃ・マーキングの状態）⑤ブレース接合部 ブレース接合部の形式・板厚・材 Ａ ・ Ｃ質・補剛材等⑥柱脚接合部 a)柱脚接合工法の確認 Ａ ・ B ・ Ｃ（認定工法 ）b)アンカーボルトの保持・埋込方 Ａ ・ B ・ Ｃ法、ベースプレートの材質・形状・板厚c)アンカーボルトの材質・径・本数 Ａ ・ Ｃ及び配置d)アンカーボルトの締付状態 Ａ ・ Ｃe)スタッドボルトの径・本数・配置 Ａ ・ Ｃ⑦床スラブ接合部 a)床構造の形式 Ａ ・ B ・ Ｃ（合成スラブ ）b)シアーコネクターの施工状況・検 Ａ ・ Ｃ査の結果報告⑧帳壁等の接合部 緊結金物の取付状況 Ａ ・ Ｃ


